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令和７年度(2025)第２回出雲市総合教育会議 会議録 

 

　令和７年(2025)１２月２３日(火)午後３時３０分、令和７年度(2025)第２回出雲市総合

教育会議を出雲市役所６階　委員会室に招集した。 

 

次第 

Ⅰ　市長あいさつ 

Ⅱ　教育に関する諸課題 

（１）　出雲市教職員多忙化解消プラン 

          (業務量管理・健康確保措置実施計画) 

Ⅲ　教育長あいさつ 

 

出席者名簿 

出雲市総合教育会議 

教育部 

 

(山根教育部次長)ただいまから、令和７年度第２回総合教育会議を開会いたします。開会

にあたりまして、飯塚市長がごあいさつ申しあげます。 

 

Ⅰ　市長あいさつ 

(飯塚市長) 

　本日は、令和７年度第２回出雲市総合教育会議を開催しましたところ、委員の皆様には、

御多用の中出席いただき、厚くお礼申しあげます。 

　この総合教育会議は、本市の教育の課題や、あるべき姿について、市長である私と教育
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委員会が情報を共有し、意思統一する場であります。 

　昨年度の６月の総合教育会議では、「子どもたちへよりよい教育を届けるための学校の働

き方改革」について議論をさせていただいたところです。本年の６月１１日には、公立の

義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改正する法律、いわ

ゆる「給特法」等の改正法が成立いたしました。この改正により、教育委員会から、この

総合教育会議に対して、「業務量管理・健康確保措置実施計画」の実施状況の報告が義務づ

けられました。そのため、今回は、「業務量管理・健康確保措置実施計画」である「出雲市

教職員多忙化解消プラン」をテーマにさせていただきました。私の考えを含めた本市での

取組や、学校での取組などについて、みなさま方と、意見交換を行い、教員の働き方改革

をさらに進めていけたらと考えております。 

　限られた時間ではありますが、委員のみなさま方と建設的でよりよい議論ができればと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

(山根教育部次長)それでは早速ですが、協議に入ります。お手元にお配りしております、

資料「出雲市総合教育会議設置要綱」をご覧ください。この総合教育会議の目的につきま

しては、記載のとおり、資料の設置要綱第２条第２号にあります「出雲市の教育を行うた

めの諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点

的に講ずべき施策」として「業務量管理・健康確保措置実施計画」であります「出雲市教

職員多忙化解消プラン」について、協議や意見交換をしていただく予定としております。

それでは、設置要綱第４条第１項の規定によりまして、市長が議長となり進行を行うこと

となっております。これからは市長に進行をお願いいたします。 

 

Ⅱ　協議事項 

◎教育に関する諸課題について 

　⑴　協議事項◎出雲市教職員多忙化解消プラン 

      　　　    (業務量管理・健康確保措置実施計画) 

(飯塚市長)それでは、よろしくお願いいたします。それではさっそく、Ⅱ　協議事項に入

ります。協議事項◎教育を取り巻く諸課題についてということで、今回は、「業務量管理・

健康確保措置実施計画」であります「出雲市教職員多忙化解消プラン」についてをテーマ

にさせていただきました。まず担当課からお願いします。 

 

(池尻教育政策課主査)(資料を用いて説明) 

 

(飯塚市長)さきほど、給特法の改正や出雲市教職員多忙化解消プランについて、説明があ

りました。 

　これから、みなさま方と意見交換を行いたいと思います。どなたからでも結構ですので、
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ご発言をお願いします。川田委員。 

 

(川田委員)この多忙化解消プランは、もちろん教職員の皆さん、保護者・地域のみなさん 

があるのですけれど、どういう形で示されるものですか。教職員の皆さんは、目に触れら

れる機会があると思うのですけれど、保護者・地域の皆さんに、示されるとしたらどんな

形になるのでしょうか。 

 

(飯塚市長)お願いします。 

 

(池尻教育政策課主査）今、予定しておりますのは、まず策定をしたら市のホームページに

掲載するということです。来年度になり４月号か５月号の広報いずもで、特集ページを組

んで周知していただくように広報課にはお願いしております。保護者の方には学校からさ

くらメールあるいは保護者会のときに、お伝えいただくなどで保護者の方には周知してい

けたらと思っております。 

 

(飯塚市長)川田委員。 

 

(川田委員)このことを聞きたかったのは、保護者・地域の皆さんがこれを見て、何となく、

思いが描けるかどうか。このプランについて、もちろん目標として、子どもたちのために

というのが大前提にあるのですけれど、それがちょっと伝わるのかなという疑問があった

のです。教育の質の向上のためとあるのですけれど、質の向上とあれば、教職員の皆様は

たぶん理解ができると思うのです。しかし、保護者から見て、何が質の向上なのかという

こがわかりにくいと思います。学力を上げることなのか、数字を上げることなのか、先生

たちが生き生きと働かれる中で、何がその子どもにいいのかということは、ちょっとイメ

ージしにくいなと思ってしまうのです。働き方改革と言われると、大事なことだというイ

メージがあるのです。それが、子どもたちにとっても大事なことだということが、働き方

改革と言われると一方的に言われる感じがします。関係しているのが、働き方と書いてあ

るだけだから先生たちだけ関係するように感じます。子どもたちを巻き込んだものだとい

う、イメージがちょっとしにくいかなというのが感想です。わかりやすく書いていただき

たいなというのが、私の感想です。もちろんいいことなんだろうというイメージはあるの

ですけれど、具体的なイメージがわきにくいというふうに思ってしまいます。伝わること

は、子どもたちも自分たちも関係者なんだということが入った方がいいかなと思います。

出雲市新話 2030 でも、ともに育むという目標もあるし、そういうコンセプトというか課題、

一つの大きな目標がある中で、これもそれに合わせて、やっぱり一緒にやるという感じが

できたらいいなとずっと思っていました。個人的な意見ですけれど、保護者としても、そ

ういうイメージを持ちました。 
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(飯塚市長)保護者の皆さん方にも、その辺りがわかりやすく、伝わるような形がいいとい

うことですね。教職員の皆さんの負担が軽減して、やっぱり授業に集中できるようなこと

をつくっていくこと。学校でも、教育委員会でも、いろいろなサポートをしたりというこ

とですね。そういうことを行いながら、見える化というか保護者の皆さん方にもその辺り

を共有していただくということは非常に大切なことだと思います。こういう努力をして、

こういう環境づくりをしていく、その先は、児童生徒のために、教育の質を高めたりとか、

誰もいろんなアプローチができる回数を増やしていったりとか、そういうことに繋がって

いくよということがわかりやすくというですね。 

 

(川田委員)そうですね。 

 

(飯塚市長)我々として当然やっていくのですけれど、共有していく、環境づくりをしてい

く。 

 

(川田委員)ただ、忙しいと言われても、保護者の方々も忙しいとわかっておられない方が

多くて、本当に見えていない部分もあるという印象をもっています。 

 

(飯塚市長)いろいろと保護者の皆様に報告、お知らせするということです。その辺り、伝

わりやすい表現とか、具体例とか、そういう場合もあるかもしれませんので、少し考えて

いきたいというふうに思います。奥委員。 

 

(奥委員)教育長にご意見をいただきたいと思います。通常見る限りでは、資料としてはい

いと思いますが、これを見られて、７年半経っています。時間がかかるものだと思います

けれど、何が原因になっているのか、その原因が、学校によりさまざまに違ってくる。中

学校も違う、小学校も違うとは思いますけれども、どのように捉えられていらっしゃるの

かということをまずお伺いをしたいと思います。 

 

(飯塚市長)杉谷教育長。 

 

(杉谷教育長)今回、お配りさせていただいた当日配布資料２をまず見ていただきますと、

学校ごとの集計が出ています。押し並べて３０時間以内ということになると小学校につい

ては統合前の学校も含めていますので３３校中１８校は３０時間以内であると。その学校

を見てみますと、特徴的であるのは大きく二つあるのかなと思ってます。一つは、やや小

規模な学校です。子ども一人一人にかける時間というのが、多人数の学校よりは少ないと

いうことから、例えば授業準備をする、仮にプリントであるとかも、枚数的にも、量的に
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も、少なくて済むっていうような物理的な面もあって、比較的小規模な学校は、時間的に

は抑えられているということです。もう一方で、大規模な学校が低い状況も見られるとい

うことがあります。私としては二つ要因があるのかなと思っています。一つは、教員の配

置が多いことによって、学校全体の業務が分散できる。１人が受け持つその事務量という

のが、少なくなるっていうことがあるんじゃないかと思います。仮に学校に１００の業務

があるとすると、それを１０人で分けるのか、５０人で分けるのかというと１人当たりに

かかってくる量的なものは、たぶん違ってくるということが一点あるのかなということで

す。もう一つは、例えば、塩冶小でありますとか高松小でありますとか西野小であります

とか、モデル的に実施している学校の２学期制でありますとか、あるいは評価の２回制を

取り入れている学校が挙がってきているかなというふうに見ました。時間的な余裕がつく

り出しやすいっていうことの一つの表れなのかもしれないなというところが伺えます。大

規模校によにあっては教員数が多いことプラスそうした取り組みを現在積極的にやってい

るところが成果の一つ。小規模校は、子どもが少ない分だけ、先生たちに余裕が生まれる

のでないかなというところです。中学校は、やはり部活動にカウントされている時間とい

うのが相当にあるのではないかと思われます。やはり、大規模な学校が、時間的に調べた

数字は大きいというふうに見ています。比較的、小規模の学校は、小学校と同様に抑えら

れているのかなというところがあります。部活動の数、そこに当たる教員の主顧問に当た

るものの人数というのが限られている中で、全体を調べるとやはり低い数字になっている

というところが窺えます。大社中とか、浜山中というのが比較的少ない時間数で抑えられ

ている。これは学校の取り組みの成果、それが具体に何かというと今、持ち得ていないの

ですけれど、何か工夫が見られるかなというところがあります。 

 

(飯塚市長)奥委員。 

 

(奥委員)学校にも特色があったりとか、今おっしゃったようにいろんな事情もありながら、

なかなか時間を合わせていけないという事情もあるかと思います。もう一つ突っ込んでで、

教職員個人の限界能力というものはあろうかとは思いますけれども、逆に、時間の使い方

ということが慢性的な状況であるようであれば、学校の中では指導もしていただかなけれ

ばいけないと思います。ただ、その辺りの見極めが非常に難しいと思います。支えていけ

るこというのは今日の話的には、業務量管理とか、健康確保措置ということでありますけ

れども、先生方の意識の向上、資質向上というものを合わせて行っていかないと、なかな

か数値というのは、見えてこないのではないかなというふうに思います。そういったとこ

ろもしっかり取り組んでいっていただきたいというふうに思っております。 

 

(飯塚市長)杉谷教育長。 
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(杉谷教育長)確かに時間があってもどう使うかとか、何となく、残って仕事をしているこ

との安心感と、ちょっと表現は正しいかどうかわかりませんが、そういうところがあるの

ではないかと思っております。８０時間を超える教職員数を延べでいくと２９１人という

数字を報告させていただきました。同一の方々が残っていらっしゃる可能性もあるという

ことは、私も経験的に感じています。今日、お配りしてる資料の数値の基になっている各

学校のデータはタイムカードできちんと記録して、毎月、一覧で出るのです。学校で、き

ちんとチェックできるようにしていて、在校等時間が多い職員には個別に面接をしている

という状況もあります。指導というか、事情を聞きながら、どういうふうに仕事を進めて

いったらいいかみたいなところもアドバイスしながらではありますけれど、継続して改善

していく必要は確かにあろうかと思います。ご意見として本当にごもっともでありますし、

続けていかなきゃいけないと思います。プランの中にそういうことがしっかりこう書かれ

ているっていうことも必要であるというご意見であれば、もうちょっと表現も考えないと

いけないです。 

 

(奥委員)この話の内容だけですと、だめだろうということです。 

 

(杉谷教育長)ありがとうございました。 

 

(飯塚市長)布野委員。 

 

(布野委員)先ほど川田委員が言われました保護者へのＰＲ、地域へのＰＲするというとこ

ろでは、我々もパッと見ただけでは難しいし、わかりづらい。そこを保護者にどうやって

ＰＲしたらいいのかなというところは、かなり難しいのではないかなと感じます。反対に

言えば、学校の方の運営理事会とかＰＴＡとか、学校の参観日をこの特別的な事業に、こ

ういうふうに変わりますよというような変革を持たすような形でないと、配布物ではたぶ

ん今の保護者の皆さんは見ない人が、かなりいるのじゃないかという心配があります。共

稼ぎでなかなか子どもたちとの会話の中からでも、お父さんとお母さんと話していること

があると聞いたら、少ない時間しかない状況です。反対に子どもたちは、タブレットやゲ

ームをやったり、ユーチューブを見たりしている環境の中にあります。わからなくはない

のですけども、ＰＲの方向性をちょっと考えて欲しいなということです。部活の関係で、

地域にも柔道や野球やバスケットボール、ドッジボールといった指導者がいます。その人

たちに聞くと、地域に投げてもらえるのはありがたいのですけれども、細かいところの話

し合いは、1度決まったからこうですよではなくて、最初から築き上げていって欲しいと。

こういうふうなルールで、このスポーツはこういうふうな指導者でこういうふうにやって

くださいよ。何がいけなくて何がいいのかというと、大分、言いたいことがあるみたいで

す。我々もその部会であり、そのところに呼び込んで欲しいという意見も聞いています。
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地域密着と兼ね合ってくるところもあるので、そういったお願いのことがあります。先生

方の仕事の時間帯というのは、我々企業とはちょっと違うような感覚があります。距離が

遠いところだったなら、本当に、６時半とか７時半からでも、車のラッシュを避けながら

出てくるとなります。そういった時間帯、最後までいるとなると本当に長時間のような気

がします。我々は目に見えない、仕事の関係だと思います。いろんな資料を作ると言われ

ましたけれど、過去に先生方がいろんな資料を作っているものは、コピーなどして利用で

きないものなのでしょうか。先生方が苦労して作ったその資料をとっておいて、この授業

ではこの先生の資料が使えるといったことがないのか。せっかく作った資料そのものを、

無駄にしているとは言いませんが、何かいい方向にはなっていると思うのですけれど、極

端に教科書が変わるわけじゃないので、基本的なことであったなら、同じものを使うので

あれば、再度作り直すことはないと思うのです。何かその辺りの工夫をして、少しでも労

働時間を変えてくるようなこともできるのではないかなという気がしています。もう少し

何か、地域ができることと、体育系そういったスポーツを指導する指導者といったところ

をミックスした中に置けば、かなり盛り上がってきてこういう地域がこういう形でやろう

という、先生方を応援しようという形で出てくるんじゃないかなと思います。この間見た

ようにＰＴＡがない組織は、地域の人がものすごくバックアップして、予算的なことも含

めて、お手伝いをしてくださるのではないかなというところがあります。そういったとこ

ろを一つずつ攻めていって４年間のうちに、何かすばらしい出雲らしい、何か、未来が見

えたらありがたいなと思っております。いろいろ言いましたけれど、私はそういうふうに

夢を描きたいなと思っております、よろしくお願いいたします。 

 

(飯塚市長)保護者への理解については運営理事会だとかＰＴＡとかにいろいろアプローチ

していって、理解を深めてもらいたいということでした。その手法については、運営理事

会は、どこの学校にもあります。当然、説明させてもらいながら、理解してもらわなきゃ

いけないと考えております。近くで、学校の運営に携わっていただいておりますので、ぜ

ひまたお願いしたいというふうに思います。部活動の意見交換も非常に大切な要素だと思

っています。やっていただいてるその指導者の皆さん方が、何かしらご意見があったりと

かすれば、それをいろいろ話を聞いて解決することによって、他地域の取組みの参考にな

ることがたくさんあると思います。頼んで、お願いします、そこで完結するのではなくて、

横の繋がりとかそういうものを、これから作っていく段階だと思います。一つのものにし

ていかなきゃいけない。協力を得ながら、どんな形態がいいのか、直接ヒアリングがいい

のか、何人かでディスカッションするような形がいいのかということもあります。作られ

た資料の使い方については、わからないので。 

 

(杉谷教育長)私は、学校の中でどういうふうにそれをどう扱っているのかというところ、

全部承知はしていないのですが、一例でいうと、いわゆる多言語対応しているようなもの
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は、教育委員会のフォルダというかサーバーの中に入っていて、どこの学校からでもアク

セスして使えることにしているので、それと同じようなものが学校の教科とか、そういう

もので蓄積されて、使えればいいなというご意見であったかと思います。その辺りは、必

要なことです。使えるものは使う、お互いにいいものにして行けばいいわけです。同じ教

科の単元指導するのにそれぞれが作っている部分についても、また、これも省力化できる

部分かなというふうに思ってきました。 

 

(飯塚市長)布野委員。 

 

(布野委員)若い先生方は、そういうことを知らないと思います。主幹教諭の先生だとか教

頭先生などが教えていただければ、こういう資料もあるし、こういうのがないからこうい

った資料を集めてくるといいよなどと教えてくれればいいのかなと思います。 

 

(杉谷教育長)そうですね。 

 

(飯塚市長)どうぞ。 

 

(原田教育部次長)人権同和教育の授業等で教案を作ります。その教案については教育委員

会が、過去数年間分をずっとストックしてあり、共通で見れるフォルダに格納してあり、

全校から見れるようになっております。若い職員はそれを紹介されて、それを見ながら、

そこの教案をうまく使っています。教材もそこに入っておりますので、そういうものは増

えていくといいのかなと思っていますし、学校の方でも当然、今までの年度ごとにいろい

ろなものをデータとしてストックしております。そういったところを工夫していけば、今、

委員がおっしゃられるようなことを、今後もう少しうまくできるのかなと思います。さっ

き言われたように、その際に教頭とか主幹教諭という先生が、積極的に若い教員に指導し

ていくといいのかなと思っております。 

 

(布野委員)それを大体どれぐらいの人が閲覧しているのですか。 

 

(原田教育部次長)数字的には、閲覧回数はちょっとでわからないのですけれども、人権同

和教育主任はそれを伝えますので、そうすると担当の学年の教員はそれを見ながらやりま

す。 

 

(飯塚市長)鳥屋尾委員。 

 

(鳥屋尾委員)私、趣旨に合っているかわからないのですけれど、他の委員が言われたって
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いうこともあるのですが、先生が一人一人の子どもに向き合ってもらう時間を作ってもら

うことが一番というのがあるのです。そうすると、時間外労働を減らすのは大事ですけれ

ど、時間外が増えているというのは、子どもに向き合っていただいているのだなという、

そういう見方もあります。現場がわかる人だと、このグラフはこういうことなのだなとい

うのがわかるのですけれど、一般の方が見て、これがわかるかなというのがあります。簡

潔的に子どもたちと向き合う先生の時間が増える出雲のような、何か簡潔的にわかるフレ

ーズのものがあると嬉しいと私は個人的に思います。目標が在校等時間のものであったり

する中で、先生方のストレスチェックにおける高ストレス者の割合早期に５％未満とある

のです。５％どうなんだと、結構厳しいものだなと思っています。ストレスが高くても、

先生方が生き生き働いていたりとか、辞める先生が少なかった、そういうのもあってもい

いのかなと思っていました。先生方は、ストレスがたまるのではないでしょうか。そのス

トレスがたまる原因というのは、いろいろあると思います。ある特定の子どもに対する指

導で、ストレスがかかっているのか、教員同士なのか、保護者さんからなのか内容にもよ

ると思います。一概に、この５％未満という目標がいいのかなという気がしました。 

 

(飯塚市長)一人一人に向き合う時間をということだと思います。今ここにある、教育委員

会で取り組むこと、学校で取り組むこと、重点的に取り組むことをやっていくということ

が、その向き合う時間を確保していくことに繋がっていくと思います。言われるように、

内容によって全然違う、学校によってシチュエーションが違ったりとか、この部分は効果

があるし、もうこれは以前からやっているみたいなこともたぶんあったりすると思います。

できるところからどんどん取り組んでいくということだと思います。たぶん、児童生徒に

向き合う時間の他にいろんなことが付加されて、時間が長くなっています。教育委員会だ

ったり学校の中でやりやすいこととか、地域によって、理解を得ながら部活動も含めて、

そういった時間を確保するために、いろんなことを今取り組んでいく必要があるのではな

いかと理解をしています。そのことによって、離職の防止にも繋がっていくのかなという

ふうに思います。個別の事情というか、それぞれの事情によって、いろんなものを一律に

やるのではなくて、ある程度、教育環境などは、いろいろ相談しながらやらなきゃいけな

いと思っています。限られたリソースの中で、限られた人的資源も含めてさまざまな資源

を有効に生かすということが必要ではないか。その辺をうまくコントロールしていく必要

かなというふうに思いました。川田委員。 

 

(川田委員)今、鳥屋尾委員さんがおっしゃったのは、熱心な先生方にとっては、時間的に、

単純に早く引き揚げることがいいのだろうかとか、そういった中身の話をされたと思うの

です。私は、結構そういうタイプで、熱心にやりたかったらやってもいいのではないかと

思っていたのです。熱心な方ほど燃え尽きてしまうという実情があります。長く働ければ

いいのですけれど、本当に長時間すると、やっぱり厳しいということがあります。休ませ
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てあげないといけないっていうのがあり、それは管理職がコントロールするべきだと私は

思います。誰でも、いろいろなことがありますし、若いうちはできるのだけれど、だんだ

んと体力、エネルギーもなくなります。そういうときに、何か外的な要因があったらパッ

と、休まれていく先生を結構見てきました。ゆとりが大事で、何かあったときに、あるい

は子どもと向き合うためにも、ゆとりという余白というのは大事だなと思います。ここの

プランの目標の２番のところで、１年間における教職員の１箇月時間外在校等時間の平均

時間を令和１１年度までに３０時間に縮めるとあります。令和６年度が３１時間２８分で

すから、９０分縮めると思うと、１か月２０日間働くとして５分になります。５分縮めよ

うと思ったら、簡単にできそうな感じがするのですけれど、これが難しいと思います。私、

民間企業でそんな経験がなく、うちの家庭でも民間企業出身がいなくて、よくわからなか

ったのです。今年、長女が就職して、企業というのは、その評価が上司に掛かるのです。

５分でも残業すると、もちろん残業の報告をしなきゃいけないし、数字が上司に掛かって

くる。その部署の評価にも掛かってくるというので結構厳しいです。ワーク・ライフ・バ

ランスは、自分たちに掛かってくるとなかなか難しいのだなと。それで上からコントロー

ルしているのだなというのがよくわかりました。この目標の数字がどうかっていうのはよ

くわからないのですけれど、目標を掲げるっていうことは物理的に大事なことだと思いま

す。1年間の３６０時間以下という目標が、現状は３７７時間４２分で、これも割ると、1

日５分ぐらいです。それを本当に意識付けされるかどうか。５分というと個人でいうとた

った５分です。何ができるのかと思うのですけれど、なかなかうまくいかなくて、達成で

きないのかなと思います。１人にまかせるとなると、５分縮めるということはできないの

じゃないでしょうか。５分ぐらいと思うし、ちょっとおしゃべりしたりする時間も欲しい

と思います。組織として５分削るとすると、日報も急いで書いて帰るといいます。娘の会

社では、もうそれを時間内に納めるように本当に厳しく言われてます。組織が全然違うと

ころなので、なじまないのかもしれないのですけれど、結果的に、全体で見ると、みんな

の利益に繋がる、もちろん子どもの利益にも繋がるのかなと思います。これ目標達成しろ

と言われても、できないものじゃないかなと思います。 

 

(飯塚市長)ありがとうございます。貴重な意見でした。奥委員。 

 

(奥委員)プランの１７ページの出雲市の部活動に関するガイドラインのみを見ますと、大

会というものが、あまり好ましくないのだよというように取られてしまいかねないという

ような気がしております。参加大会の精選と下の欄にあります。実情いろいろあると思い

ますが、大会が悪ということではないと思います。本来は、健康増進を狙ったりだとか、

子どもたちの目標達成、意識の向上ということで、部活動に取り組むということが、趣旨

であると思っております。その辺りの書き方、表現方法をご考慮いただけないかなという

希望をもっております。ご検討いただければと思います。 
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(飯塚市長)17 ページの一番上に書いてあるリード文のところをもう少し、部活動の意義が

書いてあるといい。部活動が、大変重要な教育活動であるというところをもう少しはっき

り、わかるように記載する。取組みとしてはこういうことなのですけれど、部活動の意義

みたいなものが記載があるとよいかと思います。 

 

(奥委員)私が聞く市民の方々の声としては、大会をやっても、参加してくる学校、大会で

も練習試合もそうかわかりませんけれど、そういったところで困っていらっしゃる方々の

声も聞いたりします。 

 

(飯塚市長)大会が成り立たないということですか。 

 

(奥委員)そういうことです。指導者の方々のそういうご意見も聞いていく必要があります。 

 

(飯塚市長)大会については、何か指針みたいのがあるのですか。 

 

(杉谷教育長)指針というのはないのです。平成３０年に作った頃というのは、中学校体育

連盟主催の専門部も含めて、主催の大会というのが主だった時代から、様々なクラブとか

連盟とかが、大会を作って、実施されるということが多くなってきました。そこに毎週の

ように、あるいは毎週に近いように参加をしていくとなると、休みもとれない状況があり

ました。そのような状況を、片方で見ながら、出場する大会は計画的に年間定めて、そこ

に向けて練習をするということをやります。片方で、土日どちらかは休養日がきちんと設

定できるようにということをやっぱり目指さないといけないということで、こういう書き

ぶりになっているということです。大会に出場することというのは、何らかの目標を持っ

て子どもたちなり指導者の皆さんやっているわけですけれど、それが過密すぎるがゆえに、

子どもたちもそうですし、指導者側も休養がとれない。それは、やはりよろしくないだろ

うということで、これをしっかりガイドラインとして、遵守いただけるように、殊更に「精

選」というものを加えて、今も記載をしているという状況です。おそらく種目によって、

随分と違うのだと思うのですけれど、本当に毎週のように出かけている状況を片方で見る

ときに、やはり整理が必要だなということでした。特に今、これは良くてこれはいけない

というものはないのですけれど、年間計画を立てて、参加してくださいということをお伝

えをしているということです。 

 

(飯塚市長)伊藤副市長いかがですか。 

 

(伊藤副市長)各委員さんがそれぞれお話だったので、私からは、あまり言うことはないの
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ですけれど、教職員は、超勤ではなくて在校等時間という言い方をしておられます。現場

で労働時間のコントロールをするのは、管理職の人だと。校長先生、教頭先生のそれぞれ

の学校の考え方、取組みが非常に大きく反映するのかなと思っていました。管理職の能力

の高さというのは労務管理というのが非常に大きい、そういった方々がなっておられると

思います。その考え方によって相当時間数が違うのではないのかなと。教育長がおっしゃ

るように学校の規模とかといろいろ左右される部分があるというのはわかりますけれども、

現場のトップに立つ人間の思いが、非常に大きく左右するのではないかなと思っています。

中学校は、当然、部活動が入っている時間です。それと比較すると、小学校もかなり時間

が多いなというのが印象です。この４年から６年までの傾向を見ると小学校はかなり改善

が進んでいるので、いい形になっているのですけれども、８０時間以上の人がたくさんあ

るというのがちょっとこれは、何か気になるところだなというふうに思います。８０時間

で過労死ラインなので、それをゼロにするというのはすごくわかります。徹底的に、現場

の先生方を管理職の方が個別に指導するしかないかなと思います。市役所の中でも超過勤

務というのは問題があります。季節的にどうしようもない時期があるのですが、それ以外

のところで、個人の資質によって、非常にやる人とそうではない人、うまく捌くことがで

きる人とあるので、何とも言いませんけれども、現場の先生を人ごとに指導していくしか

ないのかな。そういうことの積み上げが、在校等時間８０時間の解消に一番早く繋がると

思っています。非常にテクニカルといいますか、簡単といいますか、そんなに難しい話で

はないので、そういうことをしっかり、誰が、いつ、どれだけの時間を、どの作業のため

にしたかということをつまびらかに管理職が把握すれば、この辺りを少しずつ改善してい

けるのではないかと思っています。泥臭くする部分と、そうでない部分はあると思います

けれども、超過勤務の圧縮については、取組みを強化すれば、ある程度のいい数字が出て

くるのではないかと思います。先生の場合は、給特法の関係で、4％上がるのです。対価が

上がりますので、在庫等時間の兼ね合いがあります。これだけもらっているのだからとい

う、そういった意見が逆に出ないかというなことを心配しております。 

 

(飯塚市長)いろいろと皆さん方からご意見を聞いたところでございます。最後、皆さん方

から、これ以外のことでも、何かあればお伺いしたいと思います。 

 

(各委員)なし。 

 

(飯塚市長)今日のテーマにつきましては、いろいろご意見をいただきました。これから教

育委員会とともに取組みを進めてまいりたいと思っております。ご意見をきかせていただ

きながら、保護者さんの理解とか、いろいろあったように思います。私の感想といいます

か、副市長もお話されました、また途中で川田委員さんからもありました。ここにないも

ので、教育委員会で取り組むことで、ぜひ入れてもらいたいのは、マネジメントの研修を
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しっかりしてもらいたいと思います。時間管理だけではなくて、しっかりと取り組むとい

うこと。先生方とお話するのもコミュニケーション能力だと思います。マネジメントであ

ったり、コミュニケーションであったり、研修するということを教育委員会で主導的に取

り組んで、年に 1 回から 2 回ぐらいしてもらいたいなというふうに思います。学校は学校

できちんとやるのですけれど、全体的にそういうようなことをしてもらいたいなというふ

うに思います。さらに言えば、いろいろメニューがあってこれをやっていけば削減するか

もしれません。ワーク・ライフ・バランスが崩れて、実際は家に持って帰ってしているな

ど、わからないこともあります。達成はしたけれども実は、家に帰ってしている労働時間

がもっと増えているのではないか。それはいいのか、悪いのかっていうことです。目標の

時間は削減はされているけれども、実際そういうところが増えていって、これはどうなん

だろうっていうことがないとも限りません。その意識づけをきちんとしてもらうためにも、

特に管理職と言われる校長と教頭先生に研修なり何なりして意識づけをしてもらいたいな

というふうにちょっと私は思ったところです。またご検討いただいたらと思います。あと

今日のテーマ以外で何か気がつかれたこと等ございましたらお願いします。奥委員。 

 

(奥委員)今日の議題とは関係ないですが、お話をしたいのですけれど、皆さんご承知の通

り、すでにご指導もされていらっしゃるかと思いますが、来年の４月から自転車での交通

違反の取り締まりが強化をされるということです。対象年齢は、１６歳以上ということに

なります。小学生、中学生の方々も自転車に乗っているということもあります。家庭が主

としてそういった指導をできれば一番いいのですが、何かの機会で結構ですので、各学校

でも、そういった児童生徒に自転車の乗り方、マナー、取り締まりがあるということをで

すね、承知をしてもらう機会を設けていただきたいと思います。 

 

(飯塚市長)どうぞ。 

 

(原田教育部次長)自転車の乗り方については、確かにその通りでございます。各学校にお

いて、自転車教室を行っている学校もございます。安全面での周知ということで、様々な

文章も来ております。中学校についても自転車通学の生徒もおります。学校それぞれ対応

しながら生徒指導のところで指導していると思います。今後また、しっかりと情報を提供

しながら、自転車の法の改正等も含めて、指導をお願いしていきたいなと思っております。 

 

(飯塚市長)どうぞ。 

 

(飯塚市長)他にいかがですか。 

 

(各委員)なし。 
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(飯塚市長)貴重なご意見をたくさんいただきました。ありがとうございました。それでは、

事務局にお返しします。 

 

(山根教育部次長)たくさんの意見をありがとうございました。事務局も頂いた意見をもと

に、今後、取組を進めていきたいと思っております。終わりに、教育長が一言御挨拶いた

します。 

 

(杉谷教育長)本日は長時間にわたって、本当にたくさんの意見をいただき、ありがとうご

ざいました。プランを作ったけれど、これが、保護者、地域の皆さんにきちっと行き届い

て、理解いただき協力いただけるのかと、これは本当に大きなご意見だったなというふう

に思っております。プランを進めていく私どもも含め、学校、特に管理職が、しっかりそ

の目的なり、労務管理をするということについて、意識を高めるということであったと思

います。市長の方からは、研修の機会も持つべきというご意見をいただきましたので、そ

うしたことは本当に大事なことだなというふうに改めて感じたところです。先ほど、事務

局が申しましたように、今日いただいたご意見を含め、整理いたしまして、完成版とさせ

ていただきたいと思っております。これを作って終わりではなくて、その先にあるのは、

鳥屋尾委員が仰ったように、子どもたちにどういう返しができるのかということだと思っ

ております。その広報の仕方もなにかしらキャッチフレーズみたいのが一つあるかなと思

いながら聞きましたので、今後工夫をさせていただきたいと思います。本日はたくさんの

ご意見本当にありがとうございました。 

 

(山根教育部次長)それでは以上をもちまして、令和７年度第２回総合教育会議を終了いた

します。長時間にわたりありがとうございました。 

 

（５時１分　終了）


